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Ｃｈａｐｔｅｒ Ⅰ 社会環境変化に伴う患者ニーズ変化 
Ｃｈａｐｔｅｒ Ⅱ 患者ニーズ変化による歯科医療のサービス化風潮 
Ｃｈａｐｔｅｒ Ⅲ 歯科医療における協働システムについて。 
Ｃｈａｐｔｅｒ Ⅳ 『患者志向』の歯科医療における協働システムの重要課題について。 

















































































































































図４ 歯科医院への通院中断理由（平成 11年度健康福祉調査より、 重複回答） 
図２は高度経済成長期から将来の社会環境変化による患者（国民）のニーズ変化と、歯科治療
目的・治療域変化を示す。また図３は、社会環境変化による歯科医療の治療ニーズ・治療内容変
化を示す。これら二つの図（図２、３）が示すそれぞれの変化から、「患者ニーズ」への対応課題に
ついて分析してみた。 
 医療の一分科として歯科の存在があるが、患者にとっては医療とは違った感覚を持っている。
人は誰しも医療に対しては、必要性を認めるが常に欠乏欲求として求めない。しかし身体の異常
を感じた時は、明確に顕在ニーズとして病院探しを行う。これは人間の基本的欲求である「生存の
欲求」を、充足するためである。又、医師たちは患者のこの欲求を満たすために疾病を分析し治
療を施す。患者も医師たちの疾病の分析による治療法や投薬についての説明を理解することに
よって、それまでの不安感を払拭し精神的充足（医師という専門家に診てもらったという）による安
堵感を感じ、一応満足する（生理的ニーズの充足）。しかしその疾病が全治するかしないかは、次
の欲求として浮上する（心理的欲求の芽生え）。そのために患者は、自身の欲求を満たすために
医師を探すのである。この一連の患者心理の流れを考えてみた場合、「歯科医療」ではどうだろう
か。いろいろな口腔内疾病があるが疾病治療は、基本的には同じだと考えられる。しかし「歯科」
の場合、この疾病治療だけでは完了しないことが「医科」と大きな違いになる。疾病による痛み、
異常に対しては「医科」と同じ感覚だが、その治療行為が完了すれば「歯科医療」に対する「心理
的欲求」は薄れる。 
 部位によって感覚的
な差があるものの疾病
による「歯牙」の喪失、
抜歯（外科的処置）、
歯牙形状欠損につい
て患者は、二次的な歯
科処置と考え医療処
置とは認識されていな
いのが現状と考える。
国民の生活環境に
よって違いはあるが、特に奥歯（臼歯部）の欠損においては、まったく無関心な患者の存在が見ら
れることである。しかし、前歯欠損については多くの患者が、治療処置後の欠損補充を求め自身
の心理的欲求（自身の社会的評価の欠乏）を充足するといった感覚である。 
社会環境変化が著しい中、デンタル IQの向上と 8020運動（満８０歳まで２０本以上の歯を残そ
う運動）に尽力してきた歯科医療関係機関にとっては、非常に残念な患者サイドの歯科医療に対
するニーズ認識に驚かされる。図４の歯科医院への通院中断理由として挙げている２項、６項、７
項が示す数字を考えれば、これはまさにインターナルギャップ（コミュニケーション）があることが分
かる。また最近の民間による調査では、「経済的理由」が５１％占めるとされているが、これも明ら
かに５項目と同様に、患者と歯科医師の間に補綴処置に対する知識・インターナルギャップが存
１、痛みなどの症状が治まったから 35％ 
２、治療内容に不満がある 31.8％ 
３、その他 16.4％ 
４、通うのに不便 15％ 
５、治療費がかかる 11.3％ 
６、予約していても待たされる。 10.9％ 
７、十分な説明が受けられない。 8.8％ 
８、他院や病院の歯科の紹介を受けた。 2.9％ 
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在するからである。次に注目される項目として１項、４項が挙げられる。これらの項目は、患者の
歯科医療に対する認識が低いのが大きな要因だが、患者の歯科医師に対する信頼を喪失するこ
とによって、急性期症状の消失と同時に「ニーズ」の消失に至っていると考えられる。この調査資
料から、単に患者の歯科医療に対する認識不足として捉えるだけではなく、根本的な歯科医療の
課題として、社会環境変化による患者ニーズ変化に対応する課題以外に、歯科医師の医療倫理
の認識変革が求められるのではないかと考える。 
患者の歯科医療に対するニーズ認識と歯科医療機関のニーズ認識に大きな認識ギャップがあ
ることや、歯科医師の社会環境変化による医療倫理の認識が変革できていないことが、最大の歯
科医療の課題と考える。医科と同様に治療処置後の「歯牙」の欠損部を含めた補綴処置までを、
患者の基本的欲求である「生存欲求」の一つとして認識し全治させることによって、歯科医療への
信頼を勝ち取ることが医療としての目的を達成できる早道ではないだろうか。そこで、現在患者ニ
ーズが、どのような方向に変化しつつあるのか、またどのように捉えるべきなのか考えてみたい。 
 
3 患者ニーズ変化の方向性 
現在、過剰なスピードで情報のグローバル化・デジタル化による開示・自由化が進み、ワンクリ
ックで知りたい情報等が瞬時に得られる時代になっている。むしろ情報が錯綜している感じがあり、
得られた情報の信憑性、信頼性が問題視されるようになった。しかし、ほとんどの人たちが医療に
ついての情報も、豊富に簡単に得られるため、医科歯科問わず事前に患者は、ある程度疾病に
ついての情報を知識として持って来院していると考えるべきだ。また歯科の場合は、この様な情報
以外に過去に得た歯科医療の経験から、歯科治療に対する体験知識を持っている。この様な情
報や知識を持った人間が、歯科医療現場に患者として来院しているのである。（図４の通院中断
理由として、「治療内容に不満がある」という数字が 31％占めていることから推測できる。） 
そのため、患者の外部環境である社会環境が大きく変化していることから、患者は単に疾病の
対処療法や補綴処置を望んでいるだけではないと理解できる。急性期疾患での来院患者におい
ても、患者の精神的苦痛（痛み・違和感）の原因が取り除かれることによって、本来の患者ニーズ
が芽生える。それは痛みや疾病の原因や生体への影響などの情報や、治療に対しての知識・経
験知と考える。それも患者自身が本当に納得できる、歯科治療についての情報や知識・経験知で
ある。最新の歯科医療技術の情報や補綴情報に基づく歯科治療ではない。これまでのように、形
あるものに対して価値を求めるニーズではなく、無形の情報や知識・経験知である。今、患者が抱
えている口腔疾患の原因や、それに関連する機能障害、又医科との関連疾患や将来起こりうる
障害や疾患についての解決策やアドバイスに欠乏しているからである。これらの情報を与えられ
る歯科医師は、患者からの信頼をより多く得られ、次につながる歯科治療に導けることになる。最
近、特にマスコミやメディアなどで歯科と医科が関連する情報として、噛み合せと生体の
Kinesiology が取り上げられているが、これも医療関連ニーズとして注目されている情報の一つで
ある。 
この様に社会環境変化によって、価値観の変化が生じ「形ある物から無形の物に」ニーズが、
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変化しており、それをどのように具現化するかが、我々医療従事者たちの新たな課題でもある。 
 
